
Provide power anywhere as needed

総務省近畿総合通信局
～｢デジタル変革時代における電波利用｣セミナー～

「ワイヤレス電力伝送システムの
ユースケースについて」

株式会社Space Power Technologies
代表取締役 CEO 古川 実
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セミナー内容

➢ 1. はじめに

➢ 2. ワイヤレス電力伝送とは？

➢ 3. ユースケース紹介

➢ 4. 将来展望

本日発表する成果の一部は、令和3年度総務省「戦略的情報通信研究開発推進事業SCOPE
（受付番号：JP215007007）」にて、採択を受けた「有人エリア IoT システム利用を目指す
準ミリ波帯高効率空間伝送型ワイヤレス電力伝送システムの研究開発」の活動の一環とし
て行ったものである。



3

1. はじめに
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会社紹介

マイクロ波送電技術をコアとした京大発ワイヤレス給電システム開発Startup

社 名 株式会社Space Power Technologies

設 立 2019年5月9日

代 表 者 代表取締役 古川 実

事 業 内 容
空間伝送型ワイヤレス電力伝送機器の
開発・製造

従 業 員 数 6人

科 学 顧 問 篠原真毅 京都大学教授

資 本 金 3,000万円

株 主
京大iCAP, K4Ventures, 京都市ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援ﾌｧﾝﾄﾞ, 京信ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝCﾌｧﾝﾄﾞ, 
Monozukuri Ventures, 中信ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ, 京銀ﾘｰｽ･ｷｬﾋﾟﾀﾙ, OMC, 従業員他

所 在 地 京大桂ベンチャープラザ北館(京都市西京区)
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事業概要ーAI時代の電源課題を無線で解決

出典：総務省情報通信審議会情報通信技術分科会
陸上無線通信委員会報告（案）, 2020年2月

IoT機器の設置数の拡大・ﾛｹｰｼｮﾝﾌﾘｰ化 ⇒ ｲﾝﾌﾗ監視・大容量化する次世代ｽﾏｰﾄﾌｫﾝへ電源供給



8

2. ワイヤレス電力伝送とは？
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ワイヤレス電力伝送(Wireless Power Transmission/Transfer)

高周波による空間を介した無線による電力伝送

出典：京都大学生存圏研究所篠原真毅教授研究室HP
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ワイヤレス電力伝送(WPT)の利便性

携帯電話の普及・発展と類似
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ワイヤレス電力伝送の適用領域

電池交換領域

ターゲット領域

消
費
電
力

電池寿命
Hours Days Weeks Months               Years

有線充電領域
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電磁誘導型

(モバイル機器, 2016年)

(EV, 2016年)

(モバイル機器, 2016年)
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各方式のアンテナ・コイルサイズ30cm×30cmにおける比較
（）は用途・制度化時期

各WPT方式の特徴

空間伝送型：1m以上のWPT方式として世界初の制度化見込み(2022年内)
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出典：総務省空間伝送型ワイヤレス
電力伝送システム作業班
第7回会合資料, 2020年1月

ワイヤレス給電 制度化議論対象のアプリケーション

工場、倉庫、配送センター等の無人エリアでの、
センサ、カメラ、表示器等への送信

老人介護施設等での見守りセンサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人エリアでの、
センサ、表示器等への送信（920MHz帯のみ）

「WPT管理環境」

「WPT一般環境」
物流現場での品質管理センサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人及び無人エリアでの、
センサ、カメラ等への送信

店舗、オフィス等の有人及び無人エリアでの、センサ、表
示器、カメラ、モバイル端末等への送信

屋外での、センサ、カメラ、モバイル端末等への送信

【第1ステップ：本報告のシステム】 【今後期待される第２ステップ以降】
2021年度制度化見込み 2024年頃制度化希望
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改正省令案のパブリックコメント（募集2/14迄）

出典：総務省 HP
https://www.soumu.go.jp/menu_news/
s-news/01kiban16_02000272.html
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システム要求条件サマリ（１）

920MHz帯 2.4GHz帯 5.7GHz帯

送信出力 1W（30dBm） 15W（41.8dBm） 32W（45.0dBm）

周波数 918.0、919.2MHz
2412、2437、

2462、2484 MHz

5740、5742、5744、5746、
5748、5750、5752、5758、

5764MHz

等価等方輻射電力 4W（36dBm） 最大65.8dBm 最大70.0dBm

占有周波数帯幅許容値 200kHz 規定しない 規定しない

空中線利得（送信） 6.0dBi 24.0dBi 25.0dBi

空中線高（送信）
屋内設置
（床高2.5m）

屋内天井面設置
（床高4.5m）

屋内天井面設置
（床高5m）

空中線指向特性 図3.2.1による 図4.9による 図4.10による

利用場所
屋内

WPT管理環境、WPT一般環境
屋内

WPT管理環境
屋内

WPT管理環境

変調方式 N0N、G1D等 N0N N0N

90° 90° 90°-90°-90°-90°

出典：総務省諮問第2043号「空間伝送型ワイヤレス電力伝送システムの技術的条件」のうち
「構内における空間伝送型ワイヤレス電力伝送システムの技術的条件」概要, 2020年7月
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ワイヤレス給電システムの商品概要

5.7GHz帯送電・受電機能＋センサ・画像データ収集エッジ端末機能

 製品コンセプト
「安全で実用的なワイヤレス電源」

Power Gate特長



Power Gate 5.7GHz 概要
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項目 仕様

無線周波数帯 5.7GHz帯

空中線電力 32W

空中線利得 25dBi

干渉回避 キャリアセンス等

人体防護 アクティブ人感センサ
侵入禁止エリア可視化

送電アンテナの主要仕様

送電アンテナ外観

画像連携指向性制御【京都大学篠原真毅教授との共同研究】
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3.ユースケース紹介
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商品投入領域-頻繁なセンシング・高出力用途
振動検知・高温雰囲気中等の比較的高出力・高負荷領域

工場、倉庫、配送センター等の無人エリアでの、
センサ、カメラ、表示器等への送信

老人介護施設等での見守りセンサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人エリアでの、
センサ、表示器等への送信（920MHz帯のみ）

「WPT管理環境」

「WPT一般環境」
物流現場での品質管理センサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人及び無人エリアでの、
センサ、カメラ等への送信

店舗、オフィス等の有人及び無人エリアでの、センサ、表
示器、カメラ、モバイル端末等への送信

屋外での、センサ、カメラ、モバイル端末等への送信

【第1ステップ：本報告のシステム】 【今後期待される第２ステップ以降】

工場、倉庫、配送センター等の無人エリアでの、
センサ、カメラ、表示器等への送信

老人介護施設等での見守りセンサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人エリアでの、
センサ、表示器等への送信（920MHz帯のみ）

「WPT管理環境」

「WPT一般環境」
物流現場での品質管理センサ等への送信（920MHz帯のみ）

工場、倉庫、配送センター等の有人及び無人エリアでの、
センサ、カメラ等への送信

店舗、オフィス等の有人及び無人エリアでの、センサ、表
示器、カメラ、モバイル端末等への送信

屋外での、センサ、カメラ、モバイル端末等への送信

【第1ステップ：本報告のシステム】 【今後期待される第２ステップ以降】

工場・倉庫装置

マシン・端末
低電力(μW)

住宅・家電

高電力(W)

当社注力領域物流・製造分野
（受電部の高出力特性による差異化）

第１ステップ

第２ステップ

天井

スマートフォン・ノートPC等の電子
機器への充電

SPT

SPT



工作機加工ツールセンシング製造装置・ツール
メーカ共同開発

配線不可位置でセンシング

電池交換から解放され、質の
高いデータ収集を可能に。

より高度な予知保全を実現

工作機において加工ツールの状態をセンシングし、
刃物の破損を予知・予防保全することで機械の稼
働率を高めるとともに、歩留まりの改善を図るこ
とができる。加工位置近傍でのセンシングには配
線が課題となり、電池では長期に十分な電力を供
給できない。
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加速度
センサ

https://www.youtube.com/watch?v=vDqzEn9J3MA
https://www.youtube.com/watch?v=oAj-V_kwIRc


デジタルピッキングシステムB-STORM社共同開発

フリーロケーションを実現

数百個/日の電池交換から解放

設置が容易/開発国での利用可

倉庫内の商品・部品のピッキング指示システム。
基幹システムと棚に設置された表示器が連動し、
出荷指示リストに合わせて表示器が作業者へ指示
を出す。表示器の数が多く配線が困難で、無線の
場合には多量の電池交換を強いられる。
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http://www.sotuu.net/php/link.php?q=4mBhfVUV1HboTGdPfoeiAXLjZvT2CnAqSGQL
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漏洩電磁波の低減について

製品例
メーカ：タツタ電線株式会社
型番：TEFS-2105-A9

設置環境の課題
「ガラス面の壁損確保」

透明シールドフィルムによる
視認と電磁シールド(16dB以上)の確保

MWE2021展示ブース設置例

出典：タツタ電線㈱HP
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4. 将来展望



日経新聞 2021年1月21日

2025年万博での利用シーン提案
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有人エリア利用へ向けて<利用環境>

より高い利便性を目指して有人エリア利用を開拓



３大課題：「安全性」・「電波干渉」・「伝送効率」
根本的な解決策として高周波化による送電ビームの受電面への高効率照射を提案

現状

送電ビーム
送
電A

N
T

受
電A

N
T

提案

送電ビーム
送
電A

N
T

受
電A

N
T
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受電アンテナ周辺での活動や無線機利用を可能とする
（トレードオフ材料：送電側アンテナサイズ・効率）

電波干渉

〇

〇

WPTのあるべき姿と実用化への課題

令和3年度 総務省SCOPEプログラム採択

5.7GHz

24GHz

漏洩電波

屋内・無人利用等による周波数共用・人体防護
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有人エリア利用へ向けて<デバイス/アプリ>

普及に必要なデバイスの小型化/アプリケーション開発



制度化第２ステップで見込む利用シーン

バス停等充電スポットでの電力提供

屋外
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移動体からIoTデバイスへの供給

屋内

ワイヤレス電力伝送

スマートデバイスへの電力供給
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まとめ

1）第1ステップは電池・配線の代替から実用化が進むと予想

2）安全性・電波干渉・コスパの課題解決が実用化には必須

3）普及拡大には第1ステップで実用化を行い第2ステップへ！



Space Power Tech.
と共にケーブル
から解放された
新しい時代へ
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